
指定研修機関名：　　　　　　　　　　　　
特定行為研修計画の概要
＊　特定行為研修を行う特定行為区分ごとに記入して下さい。
	１．特定行為区分の名称
	

	２．特定行為研修の名称（任意）
	

	３．特定行為研修の目標
	

	４．特定行為研修の実施期間
	平成　　年　　月　　日～平成　　年　　月　　日
（　　）ヶ月
＊　特定行為研修を複数回実施する予定
有　・　無
有の場合

特定行為研修を開始する標準的な期日：

	
	
	平成　　年　　月～　（　　）ヶ月
平成　　年　　月～　（　　）ヶ月
平成　　年　　月～　（　　）ヶ月
平成　　年　　月～　（　　）ヶ月


	
	＊　他の特定行為区分に係る特定行為研修を同時に実施する予定
　　有　・　無

	
	有の場合
特定行為区分の名称：




（No．　）

指定研修機関名：　　　　　　　　　　　　

	５．共通科目　（時間数の総計：　　　時間）

	＊　同一の共通科目を同時に行う特定行為区分の名称：

	①共通科目の
各科目
	②独自の科目名
	③研修方法
	④評価
	⑤時間数の
合計

	
	
	
	講義
	演習
	実習
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	


（No．　）

指定研修機関名：　　　　　　　　　　　　

	６．区分別科目　（時間数の総計：　　　時間）

	　１）共通して学ぶ事項について

	共通して学ぶ事項
	①独自の科目名
	②研修方法
	③評価
	④時間数の
合計

	
	
	
	講義
	演習
	実習
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	　２）特定行為ごとに学ぶ事項について

	特定行為ごとに学ぶ事項
	①特定行為名
	②独自の科目名
	③研修方法
	④評価
	⑤時間数の
合計

	
	
	
	
	講義
	演習
	実習
	
	

	
	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	

	
	
	
	時間数
	
	
	
	時間数
	
	

	
	
	
	場所
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	自施設・協力施設
	方法
	
	


（No．　）
指定研修機関名：　　　　　　　　　　　　
	７．通信による方法で行う場合はその内容及び方法

	科目
	教育内容
	時間数
	研修方法
	添削指導
有：○
	指導補助者
有：○

	
	
	
	印刷教材
有：○
	放送
有：○
	メディア利用
有：○
	面接授業
有：○
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	８．進度表
	＊　本用紙に添付すること（様式自由）


備考
１　本用紙は、特定行為研修を行う特定行為区分ごとに記入すること。
２　本用紙右上の「指定研修機関名」は、指定研修機関の指定を受けようとする施設等の名称を記入すること。
３　「２．特定行為研修の名称（任意）」は、指定研修機関の指定を受けようとする施設等において、行おうとする特定行為研修に独自の名称を付けた場合に任意で記入すること。

４　「４．特定行為研修の実施期間」は、年度内に同一の特定行為研修を複数回実施する予定がある場合は、全ての特定行為研修について、それを開始する標準的な期日を記入すること。
５　「５．共通科目」及び「６．区分別科目」の「時間数の総計」は、共通科目又は区分別科目の全ての時間数の総計を記入すること。
６　「５．共通科目」の「＊　同一の共通科目を同時に行う特定行為区分の名称」は、２以上の特定行為区分に係る特定行為研修を行う場合であって、その共通科目が重複し、かつ、その共通科目を同時に行うときに、該当する特定行為区分を全て記入すること。なお、その際、「５．共通科目」の「時間数の総計」及び「①共通科目の各科目」～「⑤時間数の合計」には、いずれか１つの特定行為区分について記入することとし、その他の特定行為区分については、「＊　同一の共通科目を同時に行う特定行為区分の名称」以外の項目（「時間数の総計」及び「①共通科目の各科目」～「⑤時間数の合計」）の記入は不要であること。

７　「５．共通科目」の「②独自の科目名」並びに「６．区分別科目」の「１）共通して学ぶ事項について」の「①独自の科目名」及び「２）特定行為ごとに学ぶ事項について」の「②独自の科目名」は、独自に科目を設定した場合に当該科目名を記入すること。

８　「５．共通科目」の「③研修方法」並びに「６．区分別科目」の「１）共通して学ぶ事項について」の「②研修方法」及び「２）特定行為ごとに学ぶ事項について」の「③研修方法」は、自施設又は協力施設の該当する項目に○を記入すること（両方該当する場合は、両方に○を記入すること）。なお、当該場所が、指定研修機関の指定を受けようとする施設等の場合は、自施設に○を記入すること。
９　「７．通信による方法で行う場合はその内容及び方法」は、通信による方法で特定行為研修を行う場合について、通信により行う全ての科目について記入すること。「科目」は、共通科目の各科目又は区分別科目の科目名（独自に科目を設定した場合にあっては、当該科目名）を記入すること。また、「研修方法」、「添削指導」及び「指導補助者」は、それぞれ「有」の場合に○を記入すること。

１０　本用紙には、特定行為研修を行う特定行為区分ごとに進度表を添付すること。
１１　記入欄が足りない場合は、当該用紙を複写して記入するとともに、「(No．)」に通し番号を記入すること。
様式１ 別紙１









